
市
指
定
文
化
財
旧
四
郷
村
役
場

希
玉
器

.

.

.

●
.
y
●
●

旧
四
郷
村
役
場
の
耐
震
等
工
事
、
い
よ
い
よ
始
ま
る

十
月
下
旬
か
ら
令
和
五
年
(
二
0
二
三
)
一
月
頃
ま
で
、

会

四
白
市
市
教
育
委
員
会
は
、
西
日
野
町
に
所
在
す
る
四
日
市
市

指
定
有
形
文
化
財
建
造
物
)
「
旧
四
日
市
市
役
所
四
郷
出
張
所
(
四

郷
村
役
場
)
」
の
耐
震
補
強
を
主
目
的
と
す
る
修
理
工
事
に
、
来

月
に
も
着
手
す
る
。
工
事
期
間
は
、
二
年
後
の
令
和
五
年
(
二
0

三
己
一
月
ま
で
を
見
込
む
。
・
関
連
②
器
面

0

四
蝉
段

ち
ょ
う
ど
一
0
0
年
前
の
大
正

十
年
(
一
九
二
こ
六
月
に
完
成

し
た
四
郷
村
役
場
は
、
四
郷
村
が

四
日
市
市
と
合
併
し
た
後
、
四
郷

出
張
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た

四
郷
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
が
供
用

を
開
始
し
て
、
昭
和
五
七
年

九
八
二
)
に
市
指
定
文
化
財
建
造

物
と
な
り
、
そ
の
翌
年
か
ら
、
地

元
の
市
民
団
体
が
運
営
す
る
四
郷

郷
士
資
料
館
と
し
て
開
館
し
た

平
成
二
六
年
(
二
0
一
四
頃

か
ら
老
朽
化
が
顕
在
化
し
、
平
成

二
九
年
か
ら
、
建
物
を
維
持
す
る

た
め
の
本
格
的
な
検
討
が
始
め
ら

れ
た
。
併
せ
て
、
資
料
館
と
し
て

の
展
示
方
法
な
ど
、
活
用
に
つ
い

て
も
見
直
す
こ
と
と
し
た

市
の
指
定
文
化
財
建
造
物
を
対
(
四
日
市
市
相
生
町
一
番
一
号
)

象
と
す
る
技
術
力
を
要
す
る
工
事
が
落
札
し
た
。
落
札
金
額
(
消
費

で
あ
る
た
め
、
入
札
は
、
金
額
だ
税
抜
き
)
は
二
億
六
八
二
七
万
円
。

け
で
な
く
技
術
面
も
評
価
す
る
総
高
額
な
契
約
案
件
と
し
て
市
轟

合
評
価
方
式
に
ょ
っ
て
本
年
七
月
会
で
審
議
さ
れ
、
九
月
下
旬
、
本

に
行
わ
れ
、
火
宗
建
設
株
式
会
社
会
議
で
可
決
さ
れ
た

巴

資
料
館
は
七
月
か
ら
休
館
、
 
g
 
遍

通

展
示
物
を
一
時
引
越
し
啓

.

回

今
回
の
工
事
は
、
耐
震
補
強
や

修
理
な
ど
建
物
全
体
に
及
ぶ
大
規

模
な
も
の
と
な
る
た
め
、
展
木
物

や
倉
庫
に
あ
る
資
料
、
書
棚
や
机
、

い
す
な
ど
事
務
用
品
も
含
め
て
、

全
て
の
物
を
館
外
へ
移
す
必
要
が

あ
っ
た
そ
こ
で
、
資
料
館
を
七

砂

月
か
ら
休
館
と
し
、
市
教
育
委
員

会
は
四
郷
郷
士
資
料
保
存
会
と
協

力
し
て
資
料
を
整
理
し
て
き
た

資
料
館
と
し
て
三
十
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
、
様
々
な
資
料
が
収

蔵
さ
れ
て
い
た
り
ニ
ユ
ー
ア
ル

後
の
展
示
や
活
用
を
見
越
し
て
処

分
す
る
一
方
、
逆
に
、
隅
か
ら
隅

ま
で
整
理
し
た
こ
と
で
、
埋
も
れ

て
い
た
資
料
が
あ
ら
た
め
て
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
っ
た

展
示
物
等
は
、
本
年
九
月
か
ら

工
事
が
終
わ
る
ま
で
、
別
の
施
ル
収

に
収
蔵
さ
れ
る

1

四日市市教育委員

旧四郷村役場(四郷郷士資料館)
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令和3年9月30日(木曜印 (不定瑚)

引越しの様子

第弐号

令和3年9月30日

(2021)
木曜日

発 h 四日市市教育委員会

社会教育・文化財課

〒5108601 四日市市諏訪町1番5号
合 059354-8240

Syakaibunkazai
@ciw.yokkaichi,mie.jp

HP 四日市の文化財で検索

きょうの紙面

どんな工事?

耐震補強で

活用面で・・

トピック

法の随用除外」

シリーズ

近代化遺産1
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今
回
の
工
事
は
、
令
和
二
年
度
に
作
成
し
た
設
計
書

に
よ
る
と
、
耐
震
補
強
工
事
の
ほ
か
、
修
復
の
工
事
、

.
'

安
全
性
を
高
め
る
工
事
、
ユ
ニ
ハ
ー
サ
ル
テ
ザ
イ
ン
を

、

含
め
た
活
用
の
た
め
の
工
事
な
と
を
行
う
。
と
の
よ
う

?
・

な
工
事
か
行
わ
れ
る
の
か
、
詳
し
く
紹
介
す
る
。

る

▽
耐
震
補
強
で
:
・

今
回
の
主
要
な
目
的
で
あ

り
、
-
 
0
0
年
前
に
建
て
ら
れ

て
以
降
、
最
も
大
規
模
な
工
事

と
な
る
。
耐
震
性
を
高
め
る
た

会

め
、
主
に
二
つ
の
工
事
が
必
要

で
あ
る一

つ
め
は
基
礎
部
分
の
補

強
外
壁
の
地
下
部
分
に
逆
T

{
子
型
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
が

施
さ
れ
て
い
る
が
、
内

部
は
、
柱
が
礎
石
の
上

に
立
っ
て
い
る
構
造
で

あ
る
補
強
方
法
と
し

て
は
、
新
た
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
一
面
に
打
つ

ベ
タ
基
礎
と
す
る

な
お
、
そ
の
た
め
に

床
板
を
全
体
的
に
剥
が

す
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
床
板
そ
の
も
の
が
文

'

化
財
で
あ
る
こ
と
か

,
ー

ら
、
再
利
用
可
能
な
床

板
は
、
元
の
場
所
へ
戻

す
こ
の
手
間
を
か
け

る
こ
と
が
文
化
財
な
ら

で
は
と
い
え
る

一
、
一
一
メ
ノ
一
^
.
'
、

二
§

二
つ
め
が
壁
の
補

'

外
壁
の
大
部
分
と

強一
部
の
屋
内
の
壁
に
、

表
面
か
ら
は
見
え
な
い

よ
う
内
部
に
筋
違
い
(
鴬
状
の

木
材
)
や
合
板
を
入
れ
、
接
合

部
も
金
具
で
補
強
す
る
。

平
成
二
八
年
(
二
0
一
さ

の
耐
震
診
断
で
は
、
小
部
屋
で

構
成
さ
れ
る
建
物
西
側
(
主
屋

棟
)
よ
り
、
大
部
屋
と
な
っ
て

い
る
東
側
(
主
屋
袖
棟
)
が
構

造
的
に
弱
く
、
こ
こ
を
補
強
す

る
方
法
が
課
題
で
あ
っ
た

専
門
家
や
市
民
と
と
も
に
旧

四
郷
村
役
場
の
保
存
と
活
用
を

検
討
す
る
会
議
で
議
論
し
、
文

化
財
と
し
て
最
良
の
選
択
と
は

言
い
難
い
が
、
安
全
性
を
確
保

す
る
工
事
と
し
て
採
用
し
た
の

が
、
内
側
に
も
う
一
枚
、
壁
(
通

称
、
フ
カ
シ
壁
)
を
設
置
す
る

工
法
で
あ
る
。

＼
~

ノ
/

ノ
ノ

御
ノ

ノ
ノ

耐「
.

、

東
側
を
中
心
に
、
一
階

合
わ
せ
て
十
一
箇
所
に
及
び
、

本
来
は
な
い
も
の
を
付
け
加
え

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
ょ

り
安
全
性
を
高
め
て
お
り
、
ま

た
、
フ
カ
シ
壁
は
新
設
の
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
パ
、
不
ル
の

展
木
な
ど
活
用
面
で
生
か
し
て

.

,

.
.

盲
ト

i
 
1
 
ー
ー

な
お
、
将
来
に
わ
た
っ
て
古

材
と
区
別
す
る
た
め
、
新
材
を

用
い
た
箇
所
に
は
、
今
回
の
工

事
に
ょ
り
新
た
に
取
り
入
れ
ら

れ
た
こ
と
を
不
す
焼
印
を
付

す▽
安
全
性
の
確
保
と
し
て
ー

耐
震
補
強
も
安
全
性
を
高
め

る
も
の
で
あ
る
が
、
部
分
的
な

と
こ
ろ
で
新
た
に
設
置
す
る
も

の
が
あ
る

主
に
建
築
基
準
法
や
消
防
法

に
基
づ
き
設
置
す
る
も
の
で
、

二
階
ホ
ー
ル
に
転
落
防
止
の

柵
、
室
内
誘
導
灯
や
非
常
灯
、

建
物
外
壁
に
炎
セ
ン
サ
ー
、
防

犯
シ
ス
テ
ム
な
ど

ま
た
、
建
物
の
裏
に
あ
た
る

北
西
側
に
ホ
ン
プ
付
き
の
防
火

水
槽
を
据
え
置
き
し
、
万
一
の

場
合
に
備
え
る
。

外
壁
は
ほ
ぼ
吏
新
と
な
り
復
原
さ
れ
る

他
に
、
一
階
の
天
井
、
一
階

の
天
井
の
内
部
に
も
水
平
方
向

の
補
強
材
を
設
置
す
る
。

補
強
の
三
つ
め
は
屋
根
。
瓦

屋
根
は
継
承
す
る
が
、
瓦
の
下

に
葺
か
れ
て
い
る
士
を
除
去

、V

し
、
屋
根
の
軽
量
化
を
図
る
。

こ
れ
に
ょ
り
、
地
震
の
揺
れ
に

対
し
て
安
定
度
が
増
す
。

▽
修
復
で

耐
震
補
強
工
事
が
修
復
を
兼

ね
る
箇
所
も
あ
る
が
、
外
壁
の

建
具
、
す
な
わ
ち
上
げ
下
げ
窓

は
傷
み
が
目
立
つ
た
め
、
新
た

に
作
り
直
す
。

上
げ
下
げ
窓
は
、
現
代
の

サ
ッ
シ
と
違
い
隙
間
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
湿
気
で
木
枠
が
傷

み
や
す
か
っ
た
新
た
に
、
雨

が
入
り
に
く
く
す
る
装
備
も
取

り
付
け
る

ま
た
、
解
体
し
て
初
め
て
木

材
の
腐
朽
が
判
明
し
た
箇
所

は
、
そ
の
部
分
を
新
材
に
換
え

い
く

●
鵬

■
冒
四
.

一
一
一

0
鼠
■
」

■
ヨ
「

こ
の
床
を
剥
が
し
て
、
ま
た
戻
す

四日市市教育委員

」つて、

上け下げ窓

令和3年9月30日(木曜印
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勺ニューアル後の各部屋の使い方^

四日市市教育委員

展万{.

休憩スヘース

階段下倉庫

事務所

階段

展ホ

.玄関
1-、'ー,

巨二●■^^首●三■

車寄せ

スロープ設置

口

ロロ

展示

令和3年9月30日(木曜日)

口

00

展ホ

会議室

階段

^^^^
^^^^

フカシ壁

1邑1

トピック「建築基準法の適用除外」つて?

ちょっと堅そうな話?、と思われるかもしれないが、知っておくと為になる。

本来「建物」は、「建築基準法」という法律に則することになる特に安全性を確保するためには大事な、

当然守らなければならないルールであるもちろん、歴史的な古い建物もルールを守らないといけな

いが、例外的に扱える場合があるそのひとつが指定文化財建造物」である

法第 3 条に「次の各号のいずれかに該当する建築物については、適用しないとあり、 文化

後略という規定がある簡単にいうと、市指定となっている建造物であり、建築財保護法・

審査会という会議で認められれぱ、建築基準法の規定を除外することができる、指定文化財としての

価値を保つためにはやむをえない、ということであるただし、だからといって安全がおろそかになっ

てはいけないので、代替措署を設定しなけれぱならない

木造の旧四郷村役場の場合、文化財を保存するためには、防火性能の

点でいくつか基準を満たさないが、代替措置として、屋外に炎センサー

や消火栓を設置するといったハード面と、職員や地元住民が防災の意識

を高く持ち、消火訓練などを定期的に行うといったソフト面を提木する

ことにより、今回の大規模な工事が承認されたということである

展示

展示・講座室

塔屋

^ 塔屋

▽
展
示
な
ど
活
用
面
で
ー

建
物
裏
の
駐
車
場
側
に
、
東
北

角
の
扉
と
つ
な
が
る
ス
ロ
ー
プ
を

設
け
る
ま
た
、
屋
内
に
入
る
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
の
土
間
に
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
も
西
向
き
に
上
っ

て
い
く
ス
ロ
ー
プ
で
段
差
を
解
消

さ
せ
る

一
階
東
側
の
大
部
屋
は
役
場
の

事
務
室
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
受

付
窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
復
原
す

る
。
中
央
の
階
段
に
鉞
毯
の
よ
う

に
敷
か
れ
て
い
た
り
ノ
リ
ウ
ム
と

い
う
内
装
材
は
、
部
が
残
存
し

て
お
り
、
劣
化
を
防
ぎ
保
護
す
る

措
置
を
施
す

会

窓
口
復
原

ル
収
備
と
し
て
は
、
人
が
滞
留
す

る
部
屋
に
空
調
機
器
を
新
設
し
、

照
明
機
器
は
、
今
の
も
の
も
再
利

用
し
つ
つ
全
体
的
に
見
直
し
、
展

尓
物
へ
の
照
明
や
夜
間
の
利
用
も

考
慮
し
た
も
の
と
す
る

屋
外
に
あ
る
ト
イ
レ
も
洋
式
化

な
ど
の
工
事
を
行
う

展
示

一
■

厘
重
ι

冒
風
告
'

倉
庫

Ⅲ
練
の
様
子



四日市市教育委員会

^

リニユーアルオープンに向けて

令和3年8月館内整理

9月展示資料搬出

耐震補強等工事開始予定

(工事中の現場見学開催予定)

令和5年1月耐震補強等τ事完了見込み

4月展示造作開始予定

夏以降りニユーアルオープン

令和3年9月30日(木曜日)

旧四郷村役場(四郷郷土資料館)へは・・

四日市あすなろう鉄道

あすなろう四日市駅より八王子線

終点「西日野駅」下車徒歩15分

=交バス

近鉄四日市駅南乗り場より

高花平、小山田病院、宮妻口、椿大神社行き
「四郷小字校前」下車徒歩1分

(四日市駅よゆ巧分)

四郷」'文疋日野神社
旧四郷村役場

伺1四郷小学校前室山郵便局
唾:, 唖,

天白川

笹川通り ^唾,優1

φ

^

"^ .一』一、、

る

1'.' 1-

笹川団地

,J毛'●^

休館中

四B萌高

工事中、資料館は休館します。

駐車場や屋外トイレも使えません。

工事中の現場見学会を計画

100年に一度といえるような大きな工事な

ので、建物の構造など、通常では見ることの

できない部分が明らかになる機会となります。

このチャンスに見学会を開催する予定です。

日時など決まりましたら市ホームページなどで

お知らせしますので、お楽しみに!

'.

亀'

いたう身モ方よるてをる今
と工次

0

伝に
(え始
かしま
、、ノ

たコ

西日野駅

笹川中文

、
ン
リ
ー
ズ

●
゛
゛
◆
゛
゛
◆
゛
゛
゛
゛
◆
゛
゛
●
゛
◆
◆
゛
◆

四
日
市
市
の

近
代
化
遺
産

゛
゛
.
゛
.
.
.
.
゛
゛
゛
゛
.
゛
゛
.
゛

四
日
市
市
内
に
残
る
近

代
化
遺
産
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
現
地

で
こ
覧
く
だ
さ
い
。
今
回

は
、
四
郷
の
実
業
家

伊

藤
伝
七
に
縁
の
深
い
建
物

で
す
。

伝
七
邸
(
旧
伊
藤
伝
七
別
邸
)
◆

所
四
日
市
市
高
砂
町

鬮
木
造
平
屋
及
び
二
階
建
瓦
葺

築
明
治
S
昭
和
三
十
年
代

◆
国
登
録
有
形
文
化
財

(
玄
関
棟
・
さ
つ
き
棟
)

平
成
二
二
年
(
二
0
-
0
)
登
録

明
治
中
頃
に
伊
藤
伝
七
十
世
が

別
邸
と
し
た
建
物
そ
の
後
永
く

料
亭
と
し
て
親
し
ま
れ
、
平
成
二

九
年
か
ら
は
、
民
問
企
業
が
三
重

の
良
さ
や
伝
統
文
化
を
伝
え
る
活

旧
東
洋
紡
績
富
田
王
場
原
綿
倉
庫
◆
一
◆

1

号
で
は
、
つ
い

事
の
様
子
を
お

思
い
ま
す
。

所
四
日
市
市
富
州
原
町

イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
日
市
北
内

造
レ
ン
ガ
造
平
屋
建
瓦
葺

築
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)

動
を
行
っ
て
お
り
、
新
装
し
た
料

亭
も
運
営
し
て
い
る

当
時
の

四
日
市
港

の
繁
栄
を

伝
え
る
趣

き
の
あ
る

胤
゛
n

建
物
で
あ

◆
国
登
録
有
形
文
化
財

平
成
十
二
年
(
二
0
0
0
)
登
録

東
洋
紡
績
は
、
伊
藤
伝
七
十
世

が
渋
沢
栄
一
の
援
助
を
受
け
て
合

併
し
て
で
き
た
会
社
伝
七
は
初

代
会
長
、
二
代
目
社
長
を
歴
任

当
時
、
国
内
最
大
規
模
の
紡
績

工
場
で
あ
っ
た
富
田
工
場
の
建
造

物
と
し
て
唯
一
の
名
残
り
五
連

の
切
妻
屋
根
を
有
す
る
高
さ
十
が

の
大
き
な
レ
ン
ガ
造
建
物
で
あ

る
現
在
は
飲
食
店
な
ど
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る

一
一

0
0

編
集
後
記

τ
事
着
手
に
向
け
て
、
い
ろ

い
ろ
な
準
備
が
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

と
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、

ま
さ
に
、
最
大
の
山
場
で
あ

資
料
館
内
の
展
示
品
や
備
品

運
ぴ
出
し
て
い
ま
す
。
と
い
っ

も
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い

わ
け
で
は
な
く
、
文
化
財
の

う
な
貴
重
品
を
扱
う
プ
ロ
の

々
に
委
ね
ま
す
。
運
ぱ
れ
る

ノ
た
ち
も
、
安
心
し
て
そ
の

を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

環
状
1
号
0
 
0


